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伊佐市農業委員会 12回総会議事録 

 

１．開催日時  平成 30年 3月 27日（火）午前 9時 00分から 9時 58分 

２．開催場所  菱刈庁舎 ３階大会議室 

３．出席委員  （28人） 

    

    会  長        15番 池ノ上雅典 

    委  員 

     

農業委員 農地利用最適化推進委員

1 番委員 11 番委員 1 番推進委員 13 番推進委員

2 番委員 13 番委員 2 番推進委員 14 番推進委員

3 番委員 3 番推進委員 15 番推進委員

4 番委員 4 番推進委員 16 番推進委員

5 番委員 5 番推進委員 17 番推進委員

7 番委員 6 番推進委員 18 番推進委員

9 番委員 7 番推進委員 19 番推進委員

10 番委員 8 番推進委員

11 番推進委員

12 番推進委員      

４．欠席委員  （４人） 

      

５．議事日程 

  第１ 会議録署名委員の指名   １０番委員   １１番委員  

第２ 議案第１号「経営基盤強化促進法農用地利用集積計画」に係る意見決定に

ついて 

議案第２号「農地法第３条の規定による許可申請」の処分決定について 

議案第３号 農業振興整備計画の一部変更（用途区分変更・除外・編入）申    

      出の意見決定について 

議案第４号「農地法第５条の規定による許可申請」の処分決定について 

議案第５号「非農地証明願」について 

議案第６号「別段の面積（下限面積）」の決定について 

議案第７号「職員の任免」について 

 

６．農業委員会事務局職員 

事 務 局 長      農地振興係長    

農地振興係書記       

 

 



 2 

【開始時間  午前９時００分】 

 

事 務 局 長 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

事 務 局 

おはようございます。只今より、平成２９年度 第１２回農業委員会総

会を開催いたします。姿勢を正してください。 一同礼。 

 

皆さんおはようございます。 

先日、市職員の異動内示がありまして農業委員会も該当者があり、追

加議案で職員の任免について協議してもらうことになりますので、よろ

しくお願いします。 

本日は８番農業委員、１４番農業委員が欠席で、出席人数は１１人で、

規定に達しておりますので、総会は成立いたします。 

本日の議事録署名委員を、指名いたします。 

１０番農業委員と１１番農業委員に、お願いいたします。 

ただいまより総会を始めます。 

 

―――――――― 諸般報告 ―――――――― 

 

事務局より、諸般の報告について、報告第１号「農地法第１８条第６

項の規定による通知」についてお願いいたします。 

 

報告第１号「農地法第１８条第６項の規定による通知」につきまして、

資料１ページから８ページになります。 

農業経営基盤強化促進法による利用権解約が３３件、田５２筆、畑４

筆です。以上で報告を終わります。 

 

報告が終わりました。質問をされる委員は挙手し委員番号をお願いい

たします。質問はございませんか。 

 

（「質疑なし」という声、多数あり。） 

 

―――――――― 議案第１号 ―――――――― 

 

なしということですので、只今から議案の審議に入ります。 

議案第１号「経営基盤強化促進法農用地利用集積計画」に係る意見決

定について議題といたします。 

事務局の報告を求めます。 

 

議案第１号「経営基盤強化促進法農用地利用集積計画」に係る意見決
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議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

定、所有権移転についてご説明いたします。 

９ページをお開きください。 

番号１番の譲渡人は、鹿児島市真砂本町６番１１号に居住される Ｉ

Ｒさんです。 

土地の所在地は、伊佐市大口字宇都２２７７番３外２筆で、地目は畑、

地積は合計４，４２０㎡です。 

場所におきましては、旧農協大口東支所より北東約９００ｍに位置し、

現況は良く管理された畑で、売買価格は総額８０万円であります。 

譲受人は、伊佐市大口青木２２８４番地に居住されている ＫＴさん

５０歳で、経営面積は田１５，１５３㎡、畑５，４１５㎡、計２０，５

６８㎡及び、生産牛８頭を飼養している認定農家であります。 

続きまして、「経営基盤強化促進法農用地利用集積計画」に係る意見決

定、貸借についてご説明いたします。 

２４ページをお開きください。 

期間は１年から１５年で、面積は田１６５，２３３㎡、畑１８，２０

５㎡、計１８３，４３８㎡です。 

利用権を設定する者の数７３名、設定を受ける者の数３９名、土地の

明細につきましては、１０ページ整理番号１番から２３ページ整理番号

７７番のとおりです。 

以上、報告を終わります。 

 

 只今、事務局の報告が終わりました。委員の皆さんご意見、質問はご

ざいませんか。 

 

（「質疑なし」という声、多数あり。） 

 

なしということでございますので、お諮りいたします。 

議案第１号について事務局の報告通り、決定することに賛成の農業委

員の挙手を求めます。 

 

（全員挙手） 

 

全員挙手。 

よって議案第１号「経営基盤強化促進法農用地利用集積計画」に係る

意見決定について、決定いたしました。 

 

―――――――― 議案第２号 ―――――――― 
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議 長 

 

 

 

７ 番 

農 業 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

議案第２号「農地法第３条の規定による許可申請」の処分決定につい

て提案いたします。 

整理番号１番ついて、７番農業委員の報告を求めます。 

 

議案第２号「農地法第３条の規定による許可申請」の処分決定のうち、

整理番号１番について、去る３月２３日に現地調査を行いましたので、

７番が報告いたします。 

 申請人 ＯＳさんは、伊佐市大口平出水１９６０番地に居住され、自

治会は折小野で、年齢は３７歳です。 

渡し人 ＯＫさんは、熊本県玉名郡長州町大字永塩９７４番地に居住

され、市外住民で、年齢は７０歳です。 

申請地は、伊佐市大口平出水字鋤先１６７９番６２外９筆、地目は牧

場、地積は合計７０，１９６㎡の所有権移転売買であります。 

受人の経営面積は今回の申請で下限面積をクリアしたことになりま

す。農業従事者は３名で、通作距離は約１ｋｍで、現況は良く管理され

た農地です。経営意欲はあり農機具等は完備されております。 

以上のような理由により、当申請は農地法第３条第２項の各号に該当

しないと思われますので許可相当と思われます。 

添付書類として、全部事項証明書、字図等が添付してあります。 

委員の皆様方のご審議方をよろしくお願いいたしまして、私の報告を

終わります。 

 

７番農業委員の報告が終わりました。委員の皆さん、ご意見・質問は

ございませんか。 

 

（「質疑なし」という声、多数あり。） 

 

なしということでございますので、お諮りいたします。 

整理番号１番について、許可することに賛成の農業委員の挙手を求め

ます。 

 

（全員挙手） 

 

全員挙手。 

よって整理番号１番は、許可が決定いたしました。 

 

整理番号２番ついて、１０番農業委員の報告を求めます。 
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１ ０ 番 

農 業 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

    

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

４ 番 

農 業 委 員 

 

 

議案第２号「農地法第３条の規定による許可申請」の処分決定のうち、

整理番号２番につきまして、去る３月２２日に現地調査を行いましたの

で、１０番が報告いたします。 

 申請人 ＹＴさんは、伊佐市菱刈前目２７９０番地４８に居住され、

自治会は共進で、年齢は７５歳です。 

渡し人 ＹＳさんは、伊佐市菱刈前目３０１４番地に居住され、自治

会は共進で、年齢は７８歳です。 

申請地は、伊佐市菱刈前目字宮之尻３１４２番１で、地目は田、地積

は１，６６５㎡で、所有権移転贈与であります。 

受人の経営面積は５，１４６㎡で取得可能面積であります。農業従事

者は２名で、通作距離は約８００ｍで、現況は良く管理された農地です。

経営意欲はあり農機具等は完備されております。 

以上のような理由により、当申請は農地法第３条第２項の各号に該当

しないと思われますので許可相当と思われます。 

添付書類として、全部事項証明書、字図等が添付してあります。 

委員の皆様方のご審議方をよろしくお願いいたしまして、私の報告を

終わります。 

 

１０番農業委員の報告が終わりました。委員の皆さん、ご意見・質問

はございませんか。 

 

（「質疑なし」という声、多数あり。） 

 

なしということでございますので、お諮りいたします。 

整理番号２番について、許可することに賛成の農業委員の挙手を求め

ます。 

 

（全員挙手） 

 

全員挙手。 

よって整理番号２番は、許可が決定いたしました。 

 

整理番号３番ついて、４番農業委員の報告を求めます。 

 

議案第２号「農地法第３条の規定による許可申請」の処分決定のうち、

整理番号３番につきまして、去る３月２３日に現地調査を行いましたの

で、４番が報告いたします。 

申請人 ＯＨさんは、伊佐市大口里４８７番地１に居住され、自治会
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議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

１ ３ 番 

農 業 委 員 

 

 

 

 

 

は西本町で、年齢は８９歳です。 

渡し人 ＴＭさんは、伊佐市大口上町１２番地１０に居住され、自治

会は西本町で、年齢は７４歳です。 

申請地は、伊佐市大口里字鑵子田３８７番、地目は田、地積は１，４

２５㎡で、所有権移転贈与です。 

受人の経営面積は４，７８３㎡で取得可能面積であります。農業従事 

者は２名で、通作距離は約５００ｍで、現況は良く管理された農地であ

ります。経営意欲はあり、農機具等は全て完備されております。 

以上のような理由により、当申請は農地法第３条第２項の各号に該当

しないと思われますので許可相当と思われます。 

添付書類として、全部事項証明書、字図等が添付されております。 

委員の皆様方のご審議方をよろしくお願いいたしまして、私の報告を

終わります。 

 

４番農業委員の報告が終わりました。委員の皆さん、ご意見・質問は

ございませんか。 

  

（「質疑なし」という声、多数あり。） 

  

なしということでございますので、お諮りいたします。 

整理番号３番について、許可することに賛成の農業委員の挙手を求め

ます。 

 

（全員挙手） 

  

全員挙手。 

よって整理番号３番は、許可が決定いたしました。 

 

整理番号４番・５番については、譲受人が同一ですので一括で報告を

お願いします。１３番農業委員の報告を求めます。 

 

議案第２号「農地法第３条の規定による許可申請」の処分決定のうち、

整理番号４番・５番につきまして、去る３月２３日に現地調査を行いま

したので、１３番が報告いたします。 

申請人 ＨＨさんは、伊佐市大口牛尾１７２３番地２に居住され、自

治会は鉱業所で、年齢は８０歳です。 

整理番号４番の渡し人 ＫＫさんは、伊佐市大口山野３９４２番地２

６４に居住され、自治会は石井で、年齢は７３歳です。 
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議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

１ １ 番 

農 業 委 員 

 

 

申請地は、伊佐市大口牛尾字管牟田１８８３番３外２筆で、地目は田、

合計地積は２，１９０㎡と、字管牟田１８９７番、地目は畑、地積８９

８㎡で４筆の地積合計は３，０８８㎡で、所有権移転売買です。 

通作距離は約１．５ｋｍで、現況は良く管理された農地であります。 

整理番号５番の渡し人 ＹＳさんは、奈良県奈良市神殿町２２０番地

の７１に居住されています。 

申請地は、伊佐市大口牛尾字梅ケ丸５２２番３、地目は田、地積は９

３５㎡で、所有権移転売買です。 

通作距離は約２．５ｋｍで、現況は良く管理された農地であります。 

受人の経営面積は２１２，４４６㎡で、取得可能面積であります。農

業従事者は３名で、経営意欲はあり、農機具等は全て完備されておりま

す。 

以上のような理由により、当申請は農地法第３条第２項の各号に該当

しないと思われますので許可相当と思われます。 

添付書類として、全部事項証明書、字図等が添付されております。 

委員の皆様方のご審議方をよろしくお願いいたしまして、私の報告を

終わります。 

 

１３番農業委員の報告が終わりました。委員の皆さん、ご意見・質問

はございませんか。 

  

（「質疑なし」という声、多数あり。） 

  

なしということでございますので、お諮りいたします。 

整理番号４番・５番について、許可することに賛成の農業委員の挙手

を求めます。 

 

（全員挙手） 

  

全員挙手。 

よって整理番号４番・５番については、許可が決定いたしました。 

 

整理番号６番について、１１番農業委員の報告を求めます。 

 

議案第２号「農地法第３条の規定による許可申請」の処分決定のうち、

整理番号６番につきまして、去る３月２３日に現地調査を行いましたの

で、１１番が報告いたします。 

申請人 ＡＤさんは、伊佐市菱刈川北２７６１番地１に居住され、自
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議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

１ ３ 番 

治会は築地で、年齢は３６歳です。 

渡し人 ＮＭさんは、伊佐市菱刈川北２８２１番地１に居住され、自

治会は築地で、年齢は６３歳です。 

申請地は、伊佐市菱刈川北字池田４１３５番２、地目は田、地積７２

６㎡の所有権移転売買です。 

受人の経営面積は３３，７６８㎡で、取得可能面積であります。農業

従事者は２名で、通作距離は約６００ｍで、現況は良く管理された農地

です。経営意欲はあり、農機具等は完備されております。 

以上のような理由により、当申請は農地法第３条第２項の各号に該当

しないと思われますので許可相当と思われます。 

添付書類として、全部事項証明書、字図等が添付されております。 

委員の皆様方のご審議方をよろしくお願いいたしまして、私の報告を

終わります。 

 

１１番農業委員の報告が終わりました。委員の皆さん、ご意見・質問

はございませんか。 

  

（「質疑なし」という声、多数あり。） 

  

なしということでございますので、お諮りいたします。 

整理番号６番について、許可することに賛成の農業委員の挙手を求め

ます。 

 

（全員挙手） 

  

全員挙手。 

よって整理番号６番は、許可が決定いたしました。 

 

議案第２号「農地法第３条の規定による許可申請」の処分決定につい

て、申請件数６件について、６件の許可が処分決定いたしました。 

 

―――――――― 議案第３号 ―――――――― 

 

議案第３号「農業振興整備計画の一部変更（除外）申出」の意見決定

について提案いたします。 

整理番号１番について、１３番農業委員の報告を求めます。 

 

議案第３号「農業振興整備計画の一部変更（除外）申出」の意見決定
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農 業 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

についてのうち、整理番号１番について、去る３月２３日、申請人の 株

式会社 Ｎ役員の Ｍ氏立ち合いのもと、８番推進委員、私１３番農業

委員の２名で共同調査を行いましたので、１３番農業委員が報告いたし

ます。 

 申請人は、鹿児島市新栄町３３番３号にある 株式会社Ｎ 代表取締

役 ＡＨさんであります。 

 申請地は、伊佐市大口大田字木崎原２０３６番１０、地目は畑、地積

は２９３㎡であります。 

 所在地は、高熊温泉から北西へ約５０ｍ位に位置し、現況は畑であり

ます。周囲の状況は東西南北全て畑で、除外後は太陽光発電施設にしよ

うと計画されています。 

 この申請は、具体的な転用計画があり、周囲は全て農地ですが、農用

地区域外周部のため、除外することで農地の集団化、農作業の効率化へ

の影響等ないものと思われます。 

 以上のような理由により、除外は妥当であると判断しました。 

添付書類として、全部事項証明書、農用地利用計画変更申出書、地籍

図、平面図等が提出されております。 

調査の結果、この申請については２名の調査員の意見において適切で

あると判断いたしましたが、委員の皆様方のご審議方をよろしくお願い

いたしまして、私の報告を終わります。 

 

１３番農業委員の報告が終わりました。委員の皆さん、ご意見・質問

はございませんか。 

 

（「質疑なし」という声、多数あり。） 

 

なしということでございますので、お諮りいたします。 

整理番号１番について、意見決定について賛成の農業委員の挙手を求

めます。 

 

（全員挙手） 

 

全員挙手。 

よって整理番号１番は、意見並びに許可が決定いたしました。 

 

議案第３号「農業振興整備計画の一部変更（除外）申出」の意見決定

について、申請件数１件について、意見決定１件が決定いたしました。 
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議 長 

 

 

 

５ 番 

農 業 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

―――――――― 議案第４号 ―――――――― 

 

議案第４号「農地法第５条の規定による許可申請」の処分決定につい

て提案いたします。 

整理番号１番について、５番農業委員の報告を求めます。 

 

議案第４号「農地法第５条の規定による許可申請」の処分決定につい

てのうち、整理番号１番について、去る３月２３日、申請人の代理人で

行政書士 ＴＲさん立会いのもと、４番農業委員、６番推進委員、５番

農業委員の３名で、共同調査を行いましたので、私５番農業委員が報告

をいたします。  

譲受人は、伊佐市大口大田２３３２番地２５８に居住されている Ｍ

Ｙさんで、自治会は木崎です。申請地の側で造園業を営んでいます。 

譲渡人は、東京都町田市成瀬４９７１番地４に居住されている ＫＧ

さんです。 

本申請は使用貸借権設定で、転用目的は造園業用の資材置場として利

用となっています。 

申請地は、伊佐市大口里字羽祢田島２４１１番外２筆で、地目は田、

地積合計は１，４００㎡で、農地区分は第１種農地となっております。 

所在地は大口高校から北へ約８００ｍに位置し、南側は畑、東側は宅

地、北側は道路、西側は道路を挟んで宅地であり、周囲に与える影響は

ないものと思われます。 

必要な添付書類は全て揃っています。 

調査の結果、この申請については３名の調査員の意見において適切で

あると判断いたしましたが、委員の皆様方のご審議方をよろしくお願い

いたしまして、私の報告を終わります。 

 

５番農業委員の報告が終わりました。委員の皆さん、ご意見・質問は

ございませんか。 

 

（「質疑なし」という声、多数あり。） 

 

なしということでございますので、お諮りいたします。 

整理番号１番について、処分決定について賛成の農業委員の挙手を求

めます。 

 

（全員挙手） 
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議 長 

 

 

議 長 

 

１ １ 番 

農 業 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

全員挙手。 

よって整理番号１番は、処分決定いたしました。 

 

整理番号２番について、１１番農業委員の報告を求めます。 

 

議案第４号「農地法第５条の規定による許可申請」の処分決定につい

てのうち、整理番号２番について、去る３月２３日、申請人の ＡＤさ

ん立会いのもと、１０番農業委員、１２番推進委員、１１番農業委員の

３名で共同調査を行いましたので、私１１番農業委員が報告をいたしま

す。 

 譲受人は、伊佐市菱刈川北２７６１番地１に居住されている ＡＤさ

んで、自治会は築地で、年齢は３６歳です。 

譲渡人は、伊佐市菱刈川北２８１６番地１に居住されている ＳＫさ

んで、自治会は築地で、年齢は７５歳です。 

 本申請は、所有権移転売買で、転用目的は資材置場となっております。 

 申請地は、伊佐市菱刈川北字立添２８０４番３、地目は田、地積は２

０４㎡であります。農地区分は第２種農地その他の農地となっておりま

す。 

所在地は、菱刈中学校より南へ７００ｍ位に位置し、南側は川内川の

堤防、北側は道路、西側は倉庫、東側は堤防であります。 

現況は、既に盛土をしてあり、始末書が添付してあります。 

添付書類として、全部事項証明書、事業計画書、被害防除計画書、被

害防除に関する誓約書、転用に関する誓約書、資金証明書、始末書等が

添付されています。 

 調査の結果、この申請については３名の調査員の意見において適切で

あると判断いたしましたが、委員の皆様方のご審議方をよろしくお願い

いたしまして、私の報告を終わりますが、北側は県道、南側が川内川の

堤防となっていますが、境界についてはそれぞれ、管理者との協議書が

必要ではないかと思います。県道との境界によう壁をするとの計画であ

りますが、そのよう壁をするためには、県道の法面があるので、今、現

在その法面まで盛土をしてあるので、県との協議も必要になって来るの

ではないかと思案しているところです。 

 

１１番農業委員の報告が終わりました。委員の皆さん、ご意見・質問

はございませんか。 

 

（「はい」という声、多数あり。） 
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１ ７ 番 

推 進 委 員 

 

事 務 局 

 

 

 

 

議 長 

 

１ ７ 番 

推 進 委 員 

 

１ ２ 番 

推 進 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 番 

推 進 委 員 

 

 

議 長 

 

５ 番 

農 業 委 員 

 

 

１ ２ 番 

推 進 委 員 

 

 

 

 本人が、県道との境界に不審な所があれば、国土交通省等に聞く必要

があるのではないでしょうか。 

 

 協議の中味についてですが、境界に関しては５条の許可の条件で、国

と協議をするという許可条件を付することができるので、それで許可す

るのか。保留にして頂いて、再度その境界がはっきりしてから、申請し

ていただくかどちらかになるかと思います。以上です。 

 

 事務局の回答は以上のようなことです。 

 

 農業委員としては、田んぼを資材置場にするかが問題であって、面積

は関係ないのでは。 

 

 私も立会いしましたが、毎日その道路を通っていますが、ある日突然

盛土をしたみたいなかたちで、問題になっているのは、県道よりも高く

盛土をしてあるので、大雨の時その雨水が県道に流れ込んでくるのでは

と思いますが、被害防除計画書にはそうなったときには責任を取ると書

いてあります。あまりのも狭くてそこが価値があるというのもあります

が、長年田植えもしてなくて耕作はここ５～６年放棄してあります。 

 本人がその泥をのかして、県道よりも低くすれば問題がないのと、建

設省と国土交通省とのことがあるので、私はその現場で一時保留にした

方がいいのではないかと提案しました。 

 

 この件については、はっきりしてからが良いのではないかと思います。

４、５年たってから問題になるよりも今回は保留にした方がいいと思い

ます。 

 

 他にありませんか。 

 

 資材置場にするということで申請しているわけですから、道路よりも

低くいと言うのは、無理があるのでなないかなあと思います。道路より

も高くしないと、資材置場としての価値がないのでなないでしょうか。 

 

 田植え箱を置く位で、田としてはすごく狭く利用価値も少ない土地で、

田植え箱とかトラクターを置く位しか出来ないと思います。問題になる

のは３名で現地確認しましたが、盛土をしすぎて県道にこぼれるのが問

題だと思います。 
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議 長 

 

１ １ 番 

農 業 委 員 

 

 

１ ７ 番 

推 進 委 員 

 

１ １ 番 

農 業 委 員 

 

 

 

 

 

１ ７ 番 

推 進 委 員 

 

議 長 

 

１ ８ 番 

推 進 委 員 

 

議 長 

 

１ ５ 番 

推 進 委 員 

 

 

議 長 

 

５ 番 

農 業 委 員 

 

１ １ 番 

農 業 委 員 

 

 他にご意見ありませんか。 

 

 道路まで埋めてよう壁を積むわけですから、道路の法があるので、そ

の法をさけるようによう壁を積むには道路管理者の専用許可を取ってか

らでないとおかしいのではと考えますので、そのような報告をしました。 

 

 本人は何と言っているんですか。本人に話をされたんですか。 

 

 

 １年前に新規就農者で、東京から伊佐市に来られていて良く分かって

いないみたいです。そこら辺を良く理解していないんですね。道路の境

界に影響無くよう壁を積むのなら問題はないかと思います。そうした場

合に相当金額が上がるのではないでしょうか。２０～３０ｍ位あるので。 

そういうことをされるのか。道路管理者と協議して、専用許可を取って

よう壁を積めば経費もそんなにかからないのではないでしょうか。 

 

 本人に話をされたんですか。本人がそうしますと言うならばそれでい

いではないですか。 

 

他にご意見ありませんか。 

 

 被害防除計画の中に何か問題があった場合は、ちゃんと処置しますと

約束されたいるならば、それでいいんではないですか。 

 

他にご意見ありませんか。 

 

 調査員の方がもう 1回道路関係者と立ち合って協議してほうがいいの

ではと判断をされたので、保留にしてもう 1回協議してもらうと言う方

が。 

 

他にご意見ありませんか。 

 

 Ａさんは、新規就農者で基本的なことが分かっていないのであれば、

保留にしたほうがいいのではと思います。 

 

 申請が出た時点で調査に行かれてすでに盛土をされていたので、始末

書を書かされたのですが、その辺の指導はどのような考え方があったん

ですか。 
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事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ １ 番 

農 業 委 員 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ １ 番 

農 業 委 員 

 

事 務 局 

 

 

１ ２ 番 

推 進 委 員 

 

 

 転用に関しては、境界は農地法上は基本関係ないです。他法例の中で、

道路占用許可を取ると言うのもないです。例えば、筆境未定地を転用す

る場合、何筆かが一緒になってまとまっていますので、その１筆に許可

を出す場合は、旧地番で何処が境界か分からないけれども農地法上は許

可を出します。なので、基本的に１８番推進委員さんがおっしゃいまし

たが、被害防除計画というのがありまして、被害防除計画に関しては、

何か問題が生じた場合、隣接の所有者に迷惑をかけないように改善を行

うと言うのがあります。 

 境界に関しては、基本的に境界が分からないのであれば、転用をする

ということは、基本は測量をして転用をする形になるので、また、農業

委員さんに関しては、境界の立ち合いの中には入れないので、現地調査

の中で境界が分からないというのであれば、保留にするか、条件を付し

て許可を出すか。と言うことかと事務局としては考えます。 

 

 境界は掘れば分かるんですよ。土留めをしてあるから。 

 

 

 農業委員さんたちがされる現地調査が、総会での承認項目になるので、

事務局は承認の権限がないので、現地調査で納得のいくように調査して

もらうことになりますので、時間を設定してありますが、時間を押して

でも、保留になる可能性がある。不許可になる可能性がある。許可にな

る可能性がある。というのは、その場で、こういうことで報告しますが、

保留になりかもしれませんよ。ということを促さないといけないという

のが、農業委員さんの立場になりますので、事務局が出来ます、出来ま

せんということは言えないです。 

 境界に関しては事務局からは何も言えないので、始末書を提出して下

さいと指導しました。 

 

 事務局が現地を確認した際、県道との境によう壁をしないといけない 

のかなあと、判断はされなかったんですか。 

 

 そうなると、全転用に関してそのようなことをしないといけなくなり

ます。道路の境界の確定というのは、農業委員会では関与できません。 

 

 被害防除計画が提出されているので、あくまでも本人が責任を取ると

いうことを確認しましたので、後は農業委員さん方の判断になるかと思

います。よろしくお願いします。 
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議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

２ 番 

農 業 委 員 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

７ 番 

農 業 委 員 

 

 

 

 

 

他にご意見ありませんか。 

 

（「質疑なし」という声、多数あり。） 

 

 それでは大体意見も出たようですが、保留にするのか、許可をするの

か、条件付きなのか、がでてくるかと思います。 

 保留にするなら、保留にした理由を付けて本人に連絡しなければなり

ません。条件付きだったら、こう言う条件で許可になりました。被害防

除計画書が出ているので、そのまま許可するのか。この３つの方法があ

ります。 

 

 後々、問題も出来きそうな気もしますが、農業委員会としては条件付

き許可と言うことでいいかと思います。後は本人さんと相手との問題だ

と私は思います。 

 

 今、２番農業委員から条件付き許可ではと意見が出たわけですが、も

し問題が出た場合は本人に対応してもうということで、通知するという

ことで許可してもよろしいでしょうか。 

 

（「はい」という声、多数あり。） 

 

それでは、整理番号２番について、処分決定について賛成の農業委員

の挙手を求めます。 

 

（多数挙手） 

 

 賛成多数。 

よって整理番号２番は、処分決定いたしました。 

 

整理番号３番について、７番農業委員の報告を求めます。 

 

議案第４号「農地法第５条の規定による許可申請」の処分決定につい

てのうち、整理番号３番について、去る３月２３日、申請人の代理人 Ｔ

行政書士立会いのもと、１番農業委員、７番推進委員、７番農業委員の

３名で共同調査を行いましたので、私７番農業委員が報告をいたします。 

 譲受人は、阿久根市折口２４６７番地に居住されている ＥＫさんで

あります。 
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議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

譲渡人は、伊佐市大口下殿８４８番地１下殿団地１－２２に居住され

ている ＹＭさんで、自治会は駅前で、年齢は５５歳であります。 

 本申請は所有権移転贈与で、転用目的は通路として使用となっており

ます。 

申請地は、伊佐市大口鳥巣字樋掛８８５番４で、地目は畑、地積は２

６１㎡であります。農地区分は第２種農地その他の農地となっておりま

す。  

所在地は、伊佐市文化会館から西へ約７００ｍに位置しており、東側

は田、北側は宅地、南側は道路、西側は畑であり、周辺に与える影響は

ないものと思われます。 

申請地は先月の総会議案にありました、太陽光発電施設の隣接地にな

ります。太陽光発電施設に出入りするための通路がないということで、

譲渡人の通路の４分の１を譲受人に贈与し、お互いが通路として利用す

るものであります。この通路ですが、譲渡人の父親所有のころから通路

として利用されており、太陽光発電施設の売買を行ったところ、畑であ

ることが分かった。ということで始末書が添付されています。 

添付書類として、申請書、法定添付書類一式、事業計画書、被害防除

計画書、被害防除に関する誓約書、転用に関する誓約書、委任状、始末

書等が添付されています。 

 調査の結果、この申請については３名の調査員の意見において適切で

あると判断いたしましたが、委員の皆様方のご審議方をよろしくお願い

いたしまして、私の報告を終わります。 

 

７番農業委員の報告が終わりました。委員の皆さん、ご意見・質問は

ございませんか。 

 

（「質疑なし」という声、多数あり。） 

 

なしということでございますので、お諮りいたします。 

整理番号３番について、処分決定について賛成の農業委員の挙手を求

めます。 

 

（全員挙手） 

 

全員挙手。 

よって整理番号３番は、処分決定いたしました。 

 

整理番号４番について、９番農業委員の報告を求めます。 
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９ 番 

農 業 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

議案第４号「農地法第５条の規定による許可申請」の処分決定につい

てのうち、整理番号４番について、去る３月２３日、申請人の代理人 Ｔ

行政書士立会いのもと、１７番推進委員、９番農業委員の２名で共同調

査を行いましたので、私９番農業委員が報告をいたします。 

 譲受人は、伊佐市大口里２３６番地３に居住されている ＹＴさんで、

自治会は里町であります。 

譲渡人は、伊佐市大口里３２２１番地に居住されている ＫＳさんで、

自治会は戸切であります。 

 本申請は所有権移転贈与で、転用目的は車庫兼倉庫となっております。 

申請地は、伊佐市大口里字小塚之下２３４番３で、地目は畑、地積は

２２９㎡であります。農地区分は第３種農地となっております。  

所在地は、轟公園から北へ約２２０ｍに位置しており、南側は畑、東

側も畑、北側は宅地、西側は畑であり、周辺に与える影響はないものと

思われます。 

添付書類として、申請書、法定添付書類一式、全部事項証明書、事業

計画書、被害防除計画書、被害防除に関する誓約書、転用に関する誓約

書、委任状、始末書等が添付されています。 

 調査の結果、この申請については２名の調査員の意見において適切で

あると判断いたしましたが、委員の皆様方のご審議方をよろしくお願い

いたしまして、私の報告を終わります。 

 

９番農業委員の報告が終わりました。委員の皆さん、ご意見・質問は

ございませんか。 

 

（「質疑なし」という声、多数あり。） 

 

なしということでございますので、お諮りいたします。 

整理番号４番について、処分決定について賛成の農業委員の挙手を求

めます。 

 

（全員挙手） 

 

全員挙手。 

よって整理番号４番は、処分決定いたしました。 

 

議案第４号「農地法第５条の規定による許可申請」の処分決定につい

て、申請件数４件については、４件が処分決定いたしました。 



 18 

 

 

 

議 長 

 

 

３ 番 

農 業 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

―――――――― 議案第５号 ―――――――― 

 

議案第５号「非農地証明願」について提案いたします。 

整理番号１番について、３番農業委員の報告を求めます。 

 

 議案第５号「非農地証明願」についてのうち、整理番号１番について、

去る３月２３日、申請人の ＫＳさん立会いのもと、２番推進委員、１

８番推進委員、私３番農業委員の３名で共同調査をしましたので、３番

農業委員が報告いたします。 

 申請人 ＫＳさんは、伊佐市大口川岩瀬７６７番地２に居住されてい

ます。 

 申請地の所在地は、伊佐市大口川岩瀬字足牟田９２３番１で、地目は

畑、地積は６０６㎡です。 

 所在地は道路標識の川岩瀬入口から北側に７００ｍに位置し、北側が

畑、東側は山林、西側が道路、南側は田です。 

周囲の状況は周りが全て建物となっています。非農地となった時期及

び理由は、昭和５５年頃、ＫさんＭさんの親同士が農地を交換して、現

在地に家をＭさんが建てたということです。 

 調査の結果、３名の調査委員の意見において、農地性は喪失しており、

農地への復旧は困難であると判断いたしました。 

 添付書類として、非農地証明願、全部事項証明書、位置図、字図等が

添付されています。 

 委員の皆様方のご審議方よろしくお願いいたします。以上で報告を終

わります。 

 

 ３番農業委員の報告が終わりました。委員の皆さん、ご意見・質問は

ございませんか。 

 

（「質疑なし」という声、多数あり。） 

 

なしということでございますので、お諮りいたします。 

整理番号１番について、非農地として証明することに賛成の農業委員

の挙手を求めます。 

 

（全員挙手） 

 

全員挙手。 
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議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

よって整理番号１番は、非農地証明が決定いたしました。 

 

議案第５号「非農地証明願」は、１件の申請のうち１件の非農地証明

が決定いたしました。 

 

―――――――― 議案第６号 ―――――――― 

 

議案第６号農業委員会が定める「別段の面積（下限面積）」農地法第３

条第２項第５号の決定について、事務局の説明を求めます。 

 

議案第６号「別段の面積（下限面積）」の決定についてですが、平成２

１年の農業法改正により、農業委員会が農林水産省令に定める基準に従

い、市町村の区域内の全部または一部について、これらの面積の範囲内

で別段の面積を定め、農林水産省令で定めるところにより、これを公示

した時は、その面積を農地法第３条第２項第５号の下限面積として定め

ることができる。とあります。 

これにつきましては毎年協議をして頂いていますが、伊佐市の経緯か

ら言いますと３年前までが５０ａと言う形で下限面積を定めていまし

た。平成２７年の４月２０日より、下限面積を３０ａに定めさせて頂い

ていますが、②の特例農地については、昨年１０月の総会で協議してい

ただいて、空家バンクに付随する農地については１㎡と、伊佐市の場合

は市内全域通常下限が３０ａということで定めていますが、これについ

ては毎年総会の中で協議をして頂いて、公示をしないといけないとなっ

ていますので、３０年の４月１日以降が３０ａでいいかどうか協議をお

願いしたいと思います。以上です。 

 

 只今、事務局の説明がありましたとおり、当市は下限面積は３０ａに

なっているわけですが、これを変更するか否かを委員の皆さんにお聞き

したいと思います。 

 意見のある委員の方はよろしくお願いします。ご意見・質問はござい

ませんか。 

 

（「質疑なし」という声、多数あり。） 

 

現行のまま、３０ａでよいという委員の方は挙手をお願いします。 

 

（全員挙手） 
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議 長 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

事 務 局 

全員挙手。 

議案第６号農業委員会が定める「別段の面積（下限面積）」改正農地法

第３条第２項第５号の決定については、伊佐市農業委員会は定める下限

面積は３０ａとすることに致します。 

 

―――――――― 議案第６号 ―――――――― 

 

議案第７号「職員の任免」について議題といたします。 

事務局の説明を求めます。 

 

議案第７号「職員の任免」についてご説明いたします。 

 平成３０年４月１日付け人事異動につきまして、３月２３日伊佐市市

職員の異動内示の発表がありました。 

 これに伴いまして、農業委員会等に関する法律第２６条第３号の規定

により、職員は農業委員会が任免することとなっておりますが、農業委

員会事務局も次の職員が異動になっております。 

 条例等の関係で、異動発表後の任免となることをご了承願います。 

 それでは発表いたします。 

 まず、転出につきまして、Ｔ農地振興係事務主査が社会教育課へ異動

です。 

 続きましてについて、農地振興係に新規採用職員のＯＮさんが転入職

員になります。以上でございます。 

 

 只今、事務局の方から説明がありました。委員の皆さんご意見・質問

はございませんか。 

 

（「質疑なし」という声、多数あり。） 

 

なしということでございますので、お諮りいたします。 

議案第７号事務局の説明のとおり、任免することに賛成の農業委員の

挙手を求めます。 

 

（全員挙手） 

 

全員挙手。 

議案第７号「職員の任免」については承認されました。 

 

承認ありがとうございました。本来ならば、２名の方よりあいさつを
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議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

事 務 局 

 

 

頂く予定でありましたが、Ｔさんにつきましては、４月７日まで療養休

暇が出ており、また、Ｏさんにつきましては新規採用職員ということで、

４月２日に辞令交付があることから、本日は欠席しております。以上で

ございます。 

 

事務局からありましたように、本来ならあいさつを求めたいところで

はありますが、所事情により本日のあいさつはございません。 

次回の総会の時に新任職員のあいさつをもらいたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

 

その他、事務局お願いします。 

  

総会資料の最終ページをお開きください。３月の月例報告をします。 

去る６日、３月の定例常設審議委員会が鹿児島市でありました。 

２３日、現地調査を一斉にしております。２７日、本日ですが第１２

回農業委員会の総会です。 

４月の行事予定ですが、１０日に４月の定例常設審議委員会が鹿児島

市であります。２４日が現地調査です。２７日が平成３０年度第１回の

農業委員会の総会です。 

月例報告は以上です。 

 

 他にないでしょうか。 

 

（全員なし） 

 

これで、平成２９年度 第１２回農業委員会総会を終わります。 

 

姿勢を正してください。 

一同礼。 

 

おつかれ様でした。 

 

 

【終了時間  午前９時５８分】 
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前記のように会議の顛末を記載してその内容に相違ないことを証する。 

 

伊佐市農業委員会 

 

 

 

会     長    会  長     

 

伊佐市農業委員    １０ 番     

 

伊佐市農業委員    １１ 番     

 

 


